








序言:小児期腎疾患の早期発見のため,集団検尿が低年齢層まで実施されるようになりその

結果,乳幼児期から種々の腎疾患が発見され,その成績についてすでに多くの報告がみられ

る。今回われわれは,検診にて蛋白尿を発見され,精査の結果,尿細管性蛋白尿と診断された

症例を,われわれの報告した同様症例とあわせ報告する。 

 さらに症例2は,偶然の機会に腎不全が発見され,検査の結果,両側VURを伴う腎低形成と

診断され CAPD を導入した 4ヵ月女児例につきあわせ報告する。 


